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数学と情報科学で解き明かす多様な対象の数理構造と活用 
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§１．研究成果の概要 

 

今年度はレイノルズ作用素を用いた不変/同変ニューラルネットワークモデルを構成し、データが

不変性、同変性を持っているという事前知識がある場合に効率的に振る舞うこと、先行研究よりも

良い振る舞いをするということを確かめた。またこの結果についてはプレプリントにまとめ、アーカイ

ブに公開した。現在投稿準備中である。 

また副産物として、多目的最適化のアルゴリズムも構成した。従来の多目的最適化は目的関数族

から点を得るアルゴリズムは存在していたが、解空間そのものを推定するアルゴリズムは存在しな

かった。ベジェ単体という半代数多様体を用いることで解空間を得るアルゴリズムを構成した。 
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